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In this paper, the identification methods of evacuation routes for tourists from cultural heritage as sightseeing spots to 
evacuation sites are proposed in Higashiyama Ward in Kyoto City, which is a typical historical city in Japan.  
Evacuation routes from cultural heritage to evacuation sites are identified from the viewpoints of distances, reachability 
rates in disaster situation and numbers of turns at intersections.  A comprehensive indicator which integrates these 
three viewpoints is proposed to identify the evacuation routes from cultural heritage to evacuation sites. 
 





































 そこで筆者らはこれまで、京都市の道路ネットワークを表現した GIS を用いて、複数の評価指標にもと

























リンク長 100m あたりの通行可能率が表 1 のように示されている 12,13)。これをもとに、道路閉塞がポアソン
分布にしたがうと仮定して、幅員とリンク長に応じて各リンクの通行可能率を設定している 10-13)。なお、本
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表 1 道路延長 100m あたりの通行可能率（震度 6）12) 



















































66.75（m／分）とした 15,16)。これにより、図 1 に示される所要時間と「自宅には行かなかった」という割合
との関係を、距離と「自宅には行かなかった」という割合との関係に変換し、ロジスティック回帰をおこな
ったものを図 2 に示す。これを、距離の増大による到達可能率の減衰を表現するものとする。 
 





























































66.75（m／分）とした 15,16)。これにより、図 1 に示される所要時間と「自宅には行かなかった」という割合
との関係を、距離と「自宅には行かなかった」という割合との関係に変換し、ロジスティック回帰をおこな
ったものを図 2 に示す。これを、距離の増大による到達可能率の減衰を表現するものとする。 
 



































































のうち 2 回であった。すなわち、1 回の右左折において進行方向を誤る確率は 0.007 であることになる。こ
れをもとに、避難経路上の右左折回数と到達可能率との関係を算定すると、表 2 のようになる。 
 
 
図 3 避難行動調査に用いた地図の例 
（O：出発地，D：目的地） 




















































 なお、表 3 に示された避難経路は、いずれも「統合指標にもとづく到達可能率」がもっとも大きくなる経
路を抽出した場合を示している。このため、図 4 に示すように「統合指標にもとづく到達可能率」の値は、
評価の内訳となる他の 3 つの到達可能率の値の積となっている。したがって、内訳となる 3 つの到達可能率
の値をみることにより、抽出された経路がどのような特性をもつ経路であるかが把握できる。 
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表 3 各々の観光スポットから広域避難場所までの到達可能率 








清水寺 円山公園 0.930 0.234 0.987 0.215 
泉涌寺 0.828 0.018 0.947 0.014 
高台寺 円山公園 0.961 0.703 0.987 0.667 
祇園 円山公園 0.977 1.000 1.000 0.977 
南座 円山公園 0.972 1.000 1.000 0.972 
大谷本廟 円山公園 0.955 1.000 1.000 0.955 
泉涌寺 0.893 0.079 0.960 0.068 
東福寺 泉涌寺 0.970 0.159 0.980 0.151 
三十三間堂 円山公園 0.919 1.000 0.993 0.913 
泉涌寺 0.915 0.079 0.993 0.072 
京都国立博物館 円山公園 0.940 1.000 1.000 0.940 











表 4 各々の観光スポットから広域避難場所までの到達可能率（避難場所の追加指定をおこなった場合） 









円山公園 0.930 0.234 0.987 0.215 
京都国立博物館 0.953 0.223 0.987 0.209 
泉涌寺 0.828 0.018 0.947 0.014 
高台寺 円山公園 0.961 0.703 0.987 0.667 
京都国立博物館 0.942 0.698 0.987 0.649 
祇園 円山公園 0.977 1.000 1.000 0.977 
京都国立博物館 0.929 1.000 0.993 0.923 
南座 円山公園 0.972 1.000 1.000 0.972 
京都国立博物館 0.915 1.000 0.993 0.909 
大谷本廟 
円山公園 0.955 1.000 1.000 0.955 
京都国立博物館 0.972 1.000 1.000 0.972 
泉涌寺 0.893 0.079 0.960 0.068 
東福寺 泉涌寺 0.970 0.159 0.980 0.151 
京都国立博物館 0.945 0.269 0.967 0.246 
三十三間堂 
円山公園 0.919 1.000 0.993 0.913 
京都国立博物館 0.975 1.000 1.000 0.975 
泉涌寺 0.915 0.079 0.993 0.072 
京都国立博物館 円山公園 0.940 1.000 1.000 0.940 
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